
全員で 進もう！ 

１年生体育 「オニめいじんに なろう」➁ 

  先週から行っている、１年生の体育「オニめいじんに なろう」がおわりました。最初の子

どもたちの動きと、５回目の動きを比べると格段に上達したと感じています。また、集合した

ときの聞く態度やチームで話し合う姿、ふりかえりの内容も大きく変容しました。担任の先

生方には、子どもたちへの声かけや振り返りを書く時間の確保など、たくさん協力いただき

実施できました。体育における表現について考えながら実践してみましたので、子どもたち

のふりかえりを紹介したいと思います。 
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３時間目の振り返りシートです。「わざ」

は、子どもたちの振り返りに書かれていた言

葉を、そのまま使って載せています。授業の

初めには、子どもたちが書いた「わざ」を実

際に動作化して見せることで、言葉と動きが

結び付くようにしました。 

「自分にできる技は何か」「どんな技が効

果的か」という視点で、おじゃまおにに取り

組みました。さらに、活動の中で思いついた

「わざ」を振り返りに書くことで、自分の動き

を言葉にするとともに、次時の学習へとつな

げました。 

４時間目の振り返りです。前時に子どもたちが気づ

いた「わざ」をさらに増やし、実際に試してみることがで

きるようにしました。１年生という発達段階を考え、まず

は選択肢の中から自分に合うものを選び、それをもと

に文章で表現してみるというステップを踏んで振り返り

を行いました。 

上手な文章を書くことが目的ではなく、子どもたちな

りの言葉で、自分の動きを一生懸命表そうとしている

姿が見られました。今後は、こうした一人ひとりの気づ

きや表現を、どのようにみんなの学びへとつなげていく

かについても考えていきたいと思います。 

授業を通して、技能面で「できたこと」をうまく言語化することの難しさや、考えて言語化できても、それ

を実際の運動技能として表現することの難しさなど、体育科ならではの難しさを改めて感じました。 

一方で、言語化することで、苦手な子に新たな気づきがうまれたり、「自分の体をどのように動かせばよ

いのか」「何が必要なのか」に気づいたりする姿も見られました。だからこそ、運動することと振り返ること

をつなげることが大切なのだと感じます。 

これからも、さまざまな教科等における「表現」について考えていきたいと思います。 


